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第２の創業 （ファイアストン買収 ＝ 1988年） 

 
- 当初  ：   苦難の連続 

 
- 2006年  ：   再度の挑戦 

 
- 第２の創業  ⇒ 「真のグローバル企業」へ転換 
 

   ・   グローバル企業文化の育成 

   ・   グローバル経営人材の育成 

   ・   グローバル経営体制の整備 

 

１． 「第２の創業」と「中期経営計画」 
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売上高と営業利益率の推移 ※計画： 2013年8月9日発表ベース 

年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 

ＲＯＡ (%) 3.0 4.1 0.3 0.0 3.6 3.8 
6.0 

達成 
6.0超 

「更に上」 

ＲＯＡの推移（2006年～） 
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１． 「第２の創業」と「中期経営計画」 
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改革 第１フェーズ （2006年から2012年春） 
  

総括 ⇒ 経営改革の手ごたえ 
 
 
     企業理念リファイン （80周年＝2011年） 
  
 
     Lean ＆ Strategic （L&S) 
     グループ・グローバル最適 （GG最適） 
  
     ＳＢＵ組織体制  
    中期経営計画 （中計） 

１． 「第２の創業」と「中期経営計画」 

改革ツール 

基本姿勢 

基本軸 
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改革 第２フェーズ （2012年春～） 
 

⇒ 改革継続 （質とスピードの向上) 
 

   企業理念 

   L&S 、GG最適 

   ＳＢＵ組織体制 、中期経営計画 

   顧客価値の創造 
   ガバナンス体制強化  
   更なる競争優位性（イノベーション）  

   真のグローバル企業を目指す 

     業界において全てに「断トツ」を目指す 

１． 「第２の創業」と「中期経営計画」 

改革ツール 

基本姿勢 

基本軸 

追加強調点 
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中期経営計画の役割 
 

– 重要な「経営改革のツール」 

    「基本姿勢」の浸透で重要  

     Ｌ＆Ｓ       ← 短期と長期をつなぐ役割 

     ＧＧ最適  ← 部門間・ＳＢＵ間をつなぐ役割 
 

– 但し、「万能薬」ではない 

    課 題 １ ： 中長期の数値確実性  

     課 題 ２ ： 中長期の全体整合性の確保 

 

 

１． 「第２の創業」と「中期経営計画」 
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中期経営計画 

– 当社中計の特徴 

  対象期間 ：  ５年間 

     毎年更新 ：  毎年ローリング 

 具体施策 ：  計画の基礎は具体的施策群 

     直接連関 ：  下期修正予算と翌年度年初予算 

 

 

２． 中期経営計画についての考え方 
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中期経営計画 （２つの限界） 

    確実性  ：  中長期的な数値の予測可能性に限界 

    整合性  ：  中長期的な全体整合性の確保に限界 
 

 

 

      〈 限界の原因 〉 
 

経営環境 ：  激変の継続で、予測不可能 
            （政治、経済、自然災害等） 
 

経営施策 ：  機密事項 （中計オフ項目） 
            （事業再編・新工場・Ｍ＆Ａ等は確定迄） 

部門間差異 ：  計画や実施で差異大 

２． 中期経営計画についての考え方 
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但し、中期経営計画を経営改革の重要ツールとして、引き続き 

経営の中核に置く 

- 将来に向け ： 不確実・不透明な環境下で、経営の視点を 

            将来に向けさせる役目 

- 基本姿勢 ： L&S、GG最適を浸透させる役目 

 

現時点では唯一のツール 

    

２． 中期経営計画についての考え方 
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  （１）グローバル企業文化の育成 
 

  A．ブランド戦略の明確化 
  B．イノベーション促進 
 

  （２）グローバル経営人材の育成 

  （３）グローバル経営体制の整備 
 

  A．タイヤ事業ＳＢＵ体制の再編 
  B．多角化事業の拡充 
  C．ガバナンス体制の整備 
  D．グループ経営をつなぐ役割の強化 

 

３． 2013中期経営計画の重点 
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  Ａ． ブランド戦略の明確化 
 

   現状認識 （ａ）各ＳＢＵで独自展開   ：  全体整合性 不十分  

  （ｂ）タイヤ消費財グローバル   ：  ＢＳブランド ２／３程度 
           ＦＳブランド １／４程度 

  （ｃ）タイヤ／多角化間   ：  連携・整合性 不十分 

  （ｄ）ブランド戦略    ：  統一戦略 不十分  

 

   将来方向 （ａ）グループ・グローバル   ：  全体整合性の確保 

  （ｂ）ブランド戦略    ：  統合された 

           マーケティング戦略の一部  

（１）グローバル企業文化の育成 

３． 2013中期経営計画の重点 
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  Ｂ． イノベーション促進 
 

   現状認識 （ａ）マクロ環境     ： 大転換期 
                           （政治、経済、環境、技術革新） 

  （ｂ）消  費  者  ： Life Style の変化 

  （ｃ）自  動  車  ： Ｔ型 Ford から１世紀  

  （ｄ）タ  イ  ヤ   ： スチール･ラジアルから半世紀 

 

   改革の方向 （ａ）技術／ビジネス・モデル ： 促進中、スピードアップ 

  （ｂ）経営の全ての面 ： 改善の継続  

３． 2013中期経営計画の重点 

（１）グローバル企業文化の育成 
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高硬度 

ゴム弾性 
領域 

低硬度 

【基盤技術分類】 
高分子材料技術 

【事業スコープ】 

樹脂配管 

空気ばね 
ベルト 
ホース 

クローラ  
防振ゴム 
免震ゴム 
建築資材 

化成品・封止材フィルム 

スポーツ 
自転車 

３． 2013中期経営計画の重点 

タイヤ 
 

乗用車 
トラック･バス用 

特殊タイヤ 
 ( 航空機/鉱山･建設車両 

/農耕機/二輪 ) 

【社会の領域】 
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技術イノベーション 

３． 2013中期経営計画の重点 

グローバルな横への広がり 

グアユール  ロシアタンポポ 

100％サスティナブル 
  マテリアルコンセプト 

エアフリー 
  コンセプト with ologic 

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
縦
へ
の
広
が
り 
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ビジネスモデル イノベーション 

３． 2013中期経営計画の重点 

グローバルな横への広がり 

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
縦
へ
の
広
が
り 

タイヤ、ベルト、ホース 

サービス、メンテナンス 

新品タイヤ 

サービス、メンテナンス 

リトレッド 
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（２）グローバル人材の育成 

Ｓｔｅｐ １     内容 ： 強み（多様性とグローバル・ネットワーク）を活かし、 

                            女性・ローカル人材・若手の育成、登用の促進 

 

     時期 ： 更にスピードを上げる  

 

Ｓｔｅｐ ２     内容 ： 英語公用化、ＳＢＵ大括化でローカル人材の 

    グローバル経営参画を促進 

 

     時期 ： 段階的に導入 

                 （事前に時期を公表し、実施していく） 

３． 2013中期経営計画の重点 
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   Ａ． タイヤ事業 ＳＢＵ体制の再編 
 

           （ａ）欧州ＳＢＵ： 

   Step １ 欧州事業再編、中近東アフリカ事業再編 

     Step ２ 拡大欧州ＳＢＵ 
          （+中近東アフリカＳＢＵ、トルコ、ロシア） 
 

           （ｂ）中国ＳＢＵ ＋ アジア大洋州ＳＢＵ： 

   Step １ 統合準備 

   Step ２ 統合管理体制 
 

 

            → ６タイヤ地域事業から ４タイヤ地域事業ＳＢＵ体制へ  

                    （日本ＳＢＵ、米州ＳＢＵ、欧州ＳＢＵ、アジアＳＢＵ）  
                          特殊タイヤ事業ＳＢＵは従来通り 

３． 2013中期経営計画の重点 

（３）グローバル経営体制の整備 

21/28 



Copyright © 2013 Bridgestone Corporation  |  Oct.17. 2013 

欧州事業の再編と拡大 

３． 2013中期経営計画の重点 
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  Ｂ． 多角化事業の拡充 

   内容：  

 

 

 

 

   時期：  2013中計期間中に更に推進 

「選択と集中」・構造改革 

事業間の連携強化 

グローバル化促進 

集中事業の更なる飛躍 

 

 

 

（３）グローバル経営体制の整備 

３． 2013中期経営計画の重点 
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  Ｃ.    ガバナンス体制の整備 
 

   Ｓｔｅｐ １ 内容 ： 

 

 

  時期 ：    段階的に導入中 

 

   Ｓｔｅｐ ２ 内容 ： 

 

 

  時期 ：     2013中計期間中の成立 

 

 グローバル方針を軸に、地域/事業の特性に 
    対応するローカル・リージョナル施策の展開 

 権限・責任の明確化と権限委譲の促進 

３． 2013中期経営計画の重点 

 取締役会のチェック＆バランス機能の強化 
    （親会社及び各事業会社） 

 委員会制度の拡充 
    （多様性のあるチームで議論促進） 

（３）グローバル経営体制の整備 
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  Ｄ． グループ経営をつなぐ役割の強化 

 （ａ） 部門の新設： 

  － グローバル・イノベーション 

  － ＧＧＭＳ （グループ・グローバル・マーケティング戦略） 

 （ｂ） グローバル会議体の新設： 

  － ＧＣＣ （Ｇｌｏｂａｌ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ Ｃｏｒｒｉｄｏｒ） 

  － Ｇｌｏｂａｌ  ＣＱＯ（Chief  Quality Officeｒ）会議 

  － Ｇｌｏｂａｌ  ＣＲＯ（Chief Risk Officer）会議 

  － Ｇｌｏｂａｌ ＥＸＣＯ （グローバル役員会） 

（３）グローバル経営体制の整備 

３． 2013中期経営計画の重点 

25/28 



Copyright © 2013 Bridgestone Corporation  |  Oct.17. 2013 

1. はじめに （「第２の創業」と「中期経営計画」） 

2. 中期経営計画についての考え方 

3. 2013中期経営計画の重点 

4. 最後に 

本日の内容 

26/28 



Copyright © 2013 Bridgestone Corporation  |  Oct.17. 2013 

質的目標 

 ー   基本軸と基本姿勢を堅持 

 ー   成長と利益の確保 

 ー   常に「更に上」 

 ー   イノベーションの促進 
 

量的（数値）目標 

 成長 ：  業界平均を上回る  

 全体 ：  ＲＯＡ 6％、ＯＰ 10％ 継続確保 
 

４． 最後に 

 真のグローバル企業を目指す 

 業界において全てに「断トツ」を目指す 
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    本資料に掲載されている業績予想、計画、 戦略目標などのうち歴史的事実でないものは、作成時点で 
入手可能な情報からの判断に基づき作成したものであり、リスクや不確実性を含んでいます。そのため、
今後の当社を取り巻く経済環境・事業環境などの変化により、実際の業績が掲載されている業績予想、
計画、戦略、目標などと大きく異なる可能性があります。  

免責条項 
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